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食中毒とProvidencia alcalifaciens (以下PA)について

　ＰＡは、腸内細菌科に含まれるＰｒｏｖｉｄēｎｃīａ属の１菌種でグラム陰性・周毛性鞭毛を有する通性嫌気性の桿菌で以前
から日和見感染症、あるいは旅行者下痢症の原因菌として知られています。

　１９９６年１１月に福井県福井市で発生した発症者２７０人に及んだ大規模な食中毒事件の際、この菌が分離されて以
後、本菌による感染が食品媒介を経て食中毒発生に至る事例が散発ですが報告されるようになりました。まだＡ群溶血
性レンサ球菌等と同様、食中毒統計に病因物質の一つとして挙げられていませんが、今後、注目して行く必要があると
思われます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スマートフォンをかざ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　してQRコードを読み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取ると、過去の衛生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニュースが見れます。

ＰＡ菌の特徴について
この菌は、自然界に広く分布している腐敗菌の一つで、発育至適温度が腸内細菌科に共通する３７℃

です。

人や動物の腸管内にも存在すると言われていますが病因性は現在調査中で、多くが腸管上皮細胞へ

の付着・侵入性を認めることまでは分かっています。

≪東京都内で起きた食中毒事例から≫

① ２００２年１０月１７日～同月２２日：国分寺市内の私立中学高校寮の給食施設(要許可)でここを利用する寮生１５７人中１２１人(７７，

０％)が発症、主な症状:下痢、腹痛が主で嘔吐は０であった。病因物質を追求する細菌検査では調理場内の拭き取りで４検体から黄色ブ

ドウ球菌を検出したが、発症者、調理従事者とも当該菌は検出されず、またノロウイルスも全てで検出されなかった。一方、患者のふん便

からは１０６人(７６，４％)と高率に非発症者３３人のふん便からは６人(１８，２％)でＰＡ菌が検出された。

② ２０１９年９月１８日～同月２４日：八王子市内の私立大学学生寮の給食施設(要許可)でここを利用する寮生(２４２人中、発症したの

は５９人で主な症状:下痢、腹痛が主で嘔吐は０であった。病因物質を追求する細菌検査では検食１検体から黄色ブドウ球菌が検出され

たが調理従事者とも当該菌は検出されず、またノロウイルス等も全てで検出されなかった。一方、患者５５人のふん便からは４９人(８９，

１％)と高率にＰＡ菌が検出された。

①②とも主な臨床症状は上文の福井市で起きた食中毒事例とほぼ同様、下痢と腹痛が主で嘔吐は見られないのが共通で原因食品は給

食施設の食事、病因物資は、全国食中毒統計では不明の項で計上されています。

【予防のポイント まとめ】

予防対策は、今後、この菌の病因性が十分に解明されるのを待つところですが、

一般で行われる次の細菌性食中毒予防の３原則を守って対処して行きましょう。


